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履歴 

版数 変更日 内容 

1.00 08/09/08 ・初版(『V90S アプリケーションマニュアル ver1.02』の一部を抜き出して作成。) 

・エミュレータを使用してプログラムを動作させる場合の操作を追加。(2.3 章) 

1.01 10/03/16 ・CCStudio v4.0 用に改変 
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はじめに 

 

本仕様書は、CIS 社製インテリジェントカメラ VCC-V90S のアプリケーション開発を行う際に 

必要となる開発環境の設定について記述します。 
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1   

1.1 VCC-V90S  

  はじめに、VCC-V90S を開発する為には以下のものを用意していただく必要があります。 

 

 ●ご用意していただくもの 

  ・Windows XP SP2 以降搭載の PC 

 

 次に、アプリケーション開発を行うために必要なソフトウェアを下記に示します。 

 

 ●必要なソフトウェア 

 ・Code Composer Studio v4.0 以降 (Platinum Edition ) 

 →DSP の開発環境。 

  アプリケーションの開発に必要となります。 

 

 ・DSP/BIOS 5. 40 以降 

 →Texas Instruments( 以下 TI) 社製 DSP 専用のリアルタイム OS。 

  システムの構築をサポートします。 

 

  ・Code Generation Tools  

 →Code Composer Studio(以下 CCStudio) でプログラムをコンパイルする時に 

  コードを生成するソフトウェア。 

 

  ※上記 3 つのソフトウェアは CCStudio のインストールパッケージに全て含まれています。 
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1.2  

はじめに、VCC-V90S の上で動作させるアプリケーションを開発するために必要な 

  ソフトウェアをインストールします。 

  ここでは簡潔に説明しますので、詳しい手順については TI 社のガイドを参照してください。 

 

(1) インストーラーの起動 

setup_CCS_4.x.x.xxxxx.exe を起動すると、下図のセットアップ画面が表示されますので Next

をクリックしてください。 

 

 

図 1-1 CCStudio インストール TOP 画面 

 

 

(2) ソフトウェアライセンス契約が表示されますので、同意される場合は「I  accept the terms of 

the license agreement 」を選択して Next をクリックしてください。 

 

(3) CCStudio v4 のインストール先を指定する画面が表示されます。 

設定して Next をクリックしてください。 

なお、VCC-V90S のサンプルプロジェクトはデフォルトパスを前提に作成しているため、 

デフォルトパスにインストールすることを推奨します。 

 

※以降の説明はデフォルトパスの設定で進めていきます。 
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(4) インストールする製品を選択する画面が表示されますので、「Platinum Edition 」を選択して

Next をクリックしてください。 

 

(5) インストールするコンポーネントの選択画面が表示されます。(図 1-2) 

デフォルトの設定で問題ありませんが、エミュレータに関する部分は必要に応じて変更してく

ださい。 

選択後、Next をクリックしてください。 

 

 

図 1-2 CCStudio コンポーネント選択画面 

 

 

(6) インストール項目の確認画面が表示されますので、確認して Next をクリックしてください。 

 

 

(7) インストールが開始されますので、完了するまでお待ちください。 

 

 

(8) インストールが正常に完了した場合、完了画面が表示されますので 

Finish をクリックして終了してください。 
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1.3 CCStudio  

CCStudio を起動させるとワークスペースの選択やライセンス認証についてのダイアログが 

表示されます。 

ここでは起動する前の準備からライセンス認証までの手順を説明します。 

 

1.3.1   

   はじめに、CCStudio v4 のディレクトリ内に「ccsv4」というディレクトリがありますので、 

その下にプロジェクト用のディレクトリ「MyProject 」を作成します。 

次に、付属の VCC-V90S サンプルプロジェクト(V90Sample_ccs4_released_2)を 

  作成した MyProject の中にコピーしてください。(図 1-3) 

 

  ・プロジェクトの File Path  

 C:¥ Program Files ¥ Texas Instruments ¥ ccsv4¥ MyProject ¥ V90Sample_ccs4_released_2 

 

 

図 1-3 プロジェクトの場所 

 

   サンプルプロジェクト(V90Sample_ccs4_released_2)の中には「V90Sample」と 

「V90Sample_Binary 」の 2 種類のプロジェクトを用意してあります。 

以降は「V90Sample」プロジェクトを使用して説明します。 

 

プロジェクトの内容については、別途『VCC-V90S アプリケーションマニュアル』にて 

詳しく説明しています。 
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1.3.2  CCStudio  

   プロジェクトの準備が整いましたら CCStudio を起動させます。 

 

・CCStudio の起動方法 

スタート → すべてのプログラム → Texas Instruments  

→ Code Composer Studio v4 → Code Composer Studio v4 

 

 

  CCStudio を起動すると、Workspace の選択ダイアログが表示されます。(図 1-4) 

  ここで、Workspace の場所を V90Sample ディレクトリに設定して OK ボタンを押します。 

 

・Workspace のパス 

C:¥ Program Files ¥ Texas Instruments ¥ ccsv4¥ MyProject ¥  

V90Sample_ccs4_released_2¥ V90Sample  

 

 

図 1-4 Workspace の選択 
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1.3.3   

   Workspace が開かれてプロジェクトの情報が表示されますが、CCStudio の初回起動時は 

  ライセンス認証のダイアログも同時に表示されます。(図 1-5) 

 

 

図 1-5 ライセンス認証のダイアログ 

 

 

  なお、ライセンス認証の手順は使用するライセンスの形式によって操作が変わります。 

詳しくは TI 社のガイドを参照してください。 

 

 

  ライセンスが認証されると、CCStudio を使用した開発が可能となります。 

  以上で開発環境の構築は完了です。 
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2  VCC-V90S  

   ここではサンプルプロジェクトを使用して、VCC-V90S 上でアプリケーションを 

  動かすまでの手順を説明します。 

 

2.1 Workspace  

CCStudio を起動し、サンプルプロジェクトの Workspace を開いた際の画面を図 2-1 に示します。 

 

 

図 2-1 Workspace Open 

 

 

  サンプルプロジェクトの例では、「V90Sample」という本体のプロジェクトと 

「CisSample」というアルゴリズム用プロジェクトの 2 つが開かれた状態となります。 
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2.2  

   プロジェクトをビルドする際の設定について、いくつか説明します。 

 

  òC/C++ Projecsóウィンドウ内にある「V90Sample [Active - Debug]」を右クリックし、 

  ポップアップメニューの中から Build  Properties éを選択すると、 

「Properties for V90Sample 」という設定ダイアログが開かれます。(図 2-2) 

 

 

図 2-2 ビルドプロパティ設定画面 

 

  ビルド設定で頻繁に使用する項目は以下の 4 か所となりますので、詳しく説明していきます。 

 

1. Macro(Path 情報)の設定 

2. Include ファイルの設定 

3. Library ファイルの設定 

4. 出力ファイルの設定 

 

※CCStudio がデフォルトパスにインストールされている場合、サンプルプロジェクトは 

   特に変更しないでビルドができます。 
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2.2.1 Macro  

   マクロ化されている Path 情報等が一覧で確認できる項目です。 

  C/C++ Build 画面の中にある Configuration Settings から Macros タブを選択します。(図 2-3) 

  Include Path や Library Path は基本的にマクロを使って設定しています。 

  ユーザーマクロの定義も可能です。 

 

 

図 2-3 Macro 設定画面 
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2.2.2  Include Path  

   ヘッダーファイルを Include するためには Include Path を設定する必要があります。 

  C/C++ Build 画面の中にある Configuration Settings から Tool Settings タブを選択し、 

Include Options を選択すると設定画面が表示されます。(図 2-4) 

 

 

図 2-4 Include Path の設定 
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2.2.3 Library Path  

   Library ファイルを使用するためには Library  Path と Library ファイル名を 

設定する必要があります。 

  C/C++ Build 画面の中にある Configuration Settings から Tool Settings タブを選択し、 

File Search Path を選択すると設定画面が表示されます。(図 2-5) 

 

  òInclude library file or command file as input óというリストに Library ファイル名、 

  òAdd <dir> to library search path óというリストに Library Path を設定します。 

 

 

図 2-5 Library Path 設定 
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2.2.4  

   プログラムの Build に成功すると out ファイルが作成されますので、 

  out ファイルの出力 Path とファイル名を設定する必要があります。 

  C/C++ Build 画面の中にある Configuration Settings から Build Settings タブを選択すると 

設定画面が表示されます。(図 2-6) 

 

 

図 2-6 出力ファイルの設定 
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   なお、ビルドオプションの設定は Debug モードと Release モードの各モードで 

  変更する必要があります。 

  ( Debug モード時に変更した設定は Release モード時の設定には反映されません。) 

 

   Debug モードと Release モードの切り替えは、ビルド設定画面のóConfiguration óと書いてある 

  リストボックスで行うことができます。(図 2-7) 

 

 

図 2-7 モードの切り替え 
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2.3  

2.3.1 Build 

   プログラムが完成したら、Build を行います。 

  Build を行う場合は、ツールバーの Project メニュー内にある Build  Active  Project を 

選択してください。 

 

2.3.2 ROM  

   CCStudio でプログラムの Build が完了すると、out ファイルが作成されます。 

  サンプルプロジェクトでは、次の Path に out ファイルが出力されます。 

 

 ・out ファイルの Path  

    C: ¥Program F iles ¥Texas  Instruments ¥ccsv4 ¥MyProject ¥ 

V90Sample_ccs4_released_2 ¥V90Sample ¥out ¥V90Sample.out  

 

   ここで作成された V90Sample.out ファイルを使用して、VCC-V90S の 

  フラッシュ ROM にアプリケーションを書き込みます。 

  なお、フラッシュ ROM への書き込み方法については以下の 2 種類の方法があります。 

 

2.3.2.1 FTP コマンドによる書き込み  

   この方法では、コマンドプロンプトからフラッシュ ROM に書き込みます。 

 

  コマンドプロンプトを起動します。 

   スタート→ ファイル名を指定して実行 →『名前(O):』欄に cmd と入力 → OK   

 

  コマンドプロンプトの画面が開かれたら、下記の操作を行います。 

 

(1) サンプルプロジェクト内の out ディレクトリを指定します。 

   ○:¥ ～>cd  /d  C: ¥Program Files ¥Texas Instruments ¥ccsv4 ¥ 

MyProject ¥V90Sample_ccs4_released_2 ¥V90Sample ¥out  

 

(2) out ファイルから mhx ファイルを作成します。 

   C:¥ Program Files ¥ ~¥ ccsv4¥ ~¥ V90Sample¥ out>coff2bin. bat  V90Sample.out  

 

   out ディレクトリの中に cisv9xdsp.mhx というファイルが作成されます。 
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(3) mhx ファイルをフラッシュ ROM に書き込みます。 

   C:¥ Program Files ¥ ~¥ ccsv4¥ ~¥ V90Sample¥ out>send .bat  

 

(4) 書き込む対象となる VCC-V90S の IP アドレスを入力します。 

   V90 の IP アドレスを指定してください：VCC- V90S に設定した IP アドレス 

 

  書き込みが行われると、VCC-V90S が再起動します。 

 

2.3.2.2 付属のアプリケーションによる書き込み  

   この方法では、サンプルプロジェクトの中にあるóFTPDownLoader .exeóという 

実行ファイルを使用します。 

  

 ・FTPDownLoader のパス 

   C: ¥Program Files ¥Texas Instruments ¥ccsv4 ¥MyProject ¥ 

V90Sample_ccs4_released_2 ¥V90Sample ¥out ¥FTPDownLoader.exe  

 

  FTPDownLoader を実行すると、図 2-8 の画面が開かれます。 

 

図 2-8 FTPDownLoader 実行画面 

 

   はじめに、ホスト名欄にターゲットとなる VCC-V90S に割り当てた IP アドレスを 

  入力してください。 

  次に、ファイル名欄に out ファイルの絶対 Path を入力してください。 

 

  ここでは、以下のファイル名を入力します。 

 C: ¥Program F iles ¥Texas  Instruments ¥ccsv4 ¥MyProject ¥ 

V90Sample_ccs4_released_2 ¥V90Sample ¥out ¥V90Sample.out  
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  送信ボタンを押すと、VCC-V90S に接続してフラッシュ ROM の書き込みを行います。 

書き込みが完了すると、VCC-V90S が再起動します。 

   

書き込み失敗等の原因で自動的に切断されない場合は、切断ボタンを押してください。 

 

  なお、IP アドレスを入力後、フォーム上に out ファイルをドロップすることで 

  同様の処理が行われます。 

 

 

  以上が VCC-V90S でアプリケーションを動作させるための手順となります。 

 

 


